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会
議
は
５
月
１０
日
〜
１２
日
、
東
京
の
市
ヶ

谷
で
開
催
さ
れ
た
。
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
１０
階
の
開
放
的
な
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
眼

下
に
広
が
る
外
濠
沿
い
の
木
々
の
新
緑
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
小
さ
い
な
が
ら
都

心
の
オ
ア
シ
ス
を
感
じ
さ
せ
る
心
地
よ
い

会
場
で
あ
っ
た
。
今
回
の
世
話
人
は
結
核

研
究
所
森
亨
所
長
で
、
９９
年
３
月
の
ヘ
ル

シ
ン
キ
で
の
会
議
以
降
、
１
年
２
カ
月
ぶ

り
の
会
議
と
な
っ
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｒ
Ｕ
は
、
６６
年
に
オ
ラ
ン
ダ
結
核

予
防
会
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
働
き
か
け
で
Ｉ
Ｕ
Ａ

Ｔ
（
現
在
の
Ｉ
Ｕ
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ｄ
）
の
下
部
組

織
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
会
と
の
こ
と
で
、

規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
持
ち
回
り
で
会
議

を
開
き
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
会
は
、

初
め
は
低
蔓
延
国
の
結
核
対
策
の
あ
り
方

を
追
求
し
、
現
在
の
結
核
疫
学
の
評
価
に

重
要
な
方
法
論
が
論
じ
ら
れ
、
そ
の
後
会

員
の
国
で
実
践
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
を
踏

ん
で
き
た
。
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
の
は
オ

ラ
ン
ダ
の
故
ス
テ
ィ
ブ
ロ
博
士
で
あ
る
が
、

今
回
の
討
議
の
最
中
も
、
参
加
者
の
一
人

が
、
彼
の
聖
書
と
も
呼
ぶ
べ
き
初
感
染
発

病
、
内
因
性
再
燃
、
外
来
性
再
感
染
発
病

の
図
を
さ
ら
さ
ら
と
白
板
に
描
い
て
議
論

す
る
一
幕
も
あ
り
、
感
慨
深
い
一
瞬
で

あ
っ
た
。

現
在
の
Ｔ
Ｓ
Ｒ
Ｕ
は
低
蔓
延
国
に
加
え
、

高
蔓
延
国
、
中
蔓
延
国
の
問
題
も
取
り
上

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
研

究
報
告
や
事
業
報
告
的
な
発
表
が
増
え
て

き
た
よ
う
で
あ
る
。
各
国
で
結
核
対
策
に

携
わ
る
参
加
者
が
、
Ｉ
Ｕ
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ｄ
や
Ｗ

Ｈ
Ｏ
か
ら
の
参
加
者
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
各
国
に

求
め
て
い
る
情
報
や
評
価
に
つ
い
て
現
場

サ
イ
ド
か
ら
の
問
題
や
意
見
を
述
べ
る
場

面
も
あ
っ
た
。

今
回
の
参
加
国
は
１５
カ
国
と
Ｉ
Ｕ
Ａ
Ｔ

Ｌ
Ｄ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
あ
り
、
参
加
者
は
会
員

１８
名
、
ゲ
ス
ト
３５
名
で
あ
っ
た
。
日
本
で

の
開
催
は
１３
年
ぶ
り
２
回
目
で
、
日
本
か

ら
は
１７
名
が
参
加
し
、
９
名
が
発
表
し
た
。

２
日
半
の
会
議
の
進
め
方
は
、
半
日
ご

と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
定
さ
れ
、
各
５
〜

６
題
の
演
題
発
表
と
簡
単
な
質
疑
応
答
の

後
、
助
言
者
が
セ
ッ
シ
ョ
ン
す
べ
て
の
発

表
に
つ
い
て
１５
分
間
講
評
し
、
さ
ら
に
会

場
と
の
討
議
を
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
行

う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

一
般
の
学
会
に
比
べ
か
な
り
討
議
を
重
視

し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
題
と
内
容
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

�１

健
康
経
済
（
貧
困
と
結
核
、
Ｄ
Ｏ
Ｔ

Ｓ
の
コ
ス
ト
と
効
果
２
編
、
米
国
刑
務

所
で
の
結
核
感
染
者
の
発
見
と
コ
ス
ト
、

Ｔ
Ｂ
ワ
ク
チ
ン
の
世
界
的
な
需
要
）

�２

結
核
問
題
の
大
き
さ
と
傾
向
―
対
策

の
影
響
（
日
本
の
結
核
疫
学
２
編
、
結

核
の
無
作
為
調
査
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
結

核
患
者
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
率
の
傾
向
、
多

剤
耐
性
結
核
が
高
い
地
域
で
の
治
療
効

果
の
理
論
的
推
計
）

�３

Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
―
結
核
対
策
の
組
織
的
な

面
か
ら
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
都
市
部
と

ネ
パ
ー
ル
高
地
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
受
診

・
診
断
の
遅
れ
の
性
差
、
オ
ラ
ン
ダ
の

移
民
の
結
核
患
者
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

中
進
国
で
の
結
核
対
策
問
題
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
新
し
い
結
核
対
策
紹
介
）

�４

Ｒ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
研
究
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
移

民
と
自
国
民
の
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
、
オ

ラ
ン
ダ
の
結
核
感
染
の
背
景
、
沖
縄
の

分
子
疫
学
研
究
、
韓
国
の
高
校
で
の
結

核
集
団
感
染
）

�５

自
由
発
表
（
ス
イ
ス
の
治
療
成
績
、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
調
査
の
見
直
し
―
モ
デ

ル
分
析
か
ら
、
ツ
反
の
硬
度
と
結
核
感

染
の
関
連
性
の
検
討
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

高
蔓
延
国
へ
の
旅
行
者
の
感
染
危
険
、

タ
イ
国
北
部
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
蔓
延
地
で
の
多

剤
耐
性
結
核
）

な
お
、
次
の
会
議
は
２
０
０
１
年
３
月

に
ス
イ
ス
（
場
所
は
未
定
）
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
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